





相当数存在する。たとえば、 『楽府詩集』 「琴曲歌辞」には、上古の聖賢の作と伝えられる作品が二十首以上収録されているが、民国期以来、しばしば信憑性に欠けると批判され、なかには「琴曲歌辞」という分類そ ものを楽府詩から除外して考察する研究者さえい
る（１）
。


























































































































者、楽之統也。 （雅琴は、楽の統なり。 ） 」 （応邵『風俗通義』 ）と














































































































































































































『風俗通義』 ）と文字遣いが非常に共通している。したがって、琴を君子の楽器として表現する記述については、先秦文献の「士無故不徹琴瑟」 （ 『禮記』卷四「曲禮 ）から、後漢初の傅毅「琴賦」を経て、さらには後漢後期の応邵『風俗通義』に至るという継承発展関係を見出すことができる。　
また、前漢文献における琴についての観念と後漢文献におけるそ
れとをより仔細に比較してみれば、そこには以下のような変遷 窺うことができる。すなわち、前漢の琴楽思想 儒家礼楽思想と道家隠逸思想 が混在していたのに対して、後漢の琴楽思想は道家思想を極力排することで国教として 儒教観念による整備がより進められたものである いえる。　
たとえば、前漢劉安の『淮南子』には上掲のように「神農初作琴
也、以歸神杜淫、反其天心。 」 いう文言があるが、この記述は明らかに『文子』の「聖人初作樂也、以歸神杜淫、反其天心。 （聖人
三〇











































































さしむ。 ） 」 （ 『春秋左氏伝』 ）に見え、名詞用法は「心悲、用援琴而









（ 『文選』巻十六「長門賦」李善注所引桓譚『新論』 「琴道」 ）































































「獨治其身以立於世間」が経文の「脩身見於世」を解したものであるので、 「其の操を失はず」とは修身の結果得られる境地である。　「修身」といえば「欲脩其身者、先正其心。 （其の身を脩めんと欲する者、先ず其の心を正す。 ） 」 （ 『禮記注疏』卷六十「大學」 ）が思い出されるが、この「其の心を正す」 『白虎通義』における「人の心を正 」の典故と考えられる。また、趙岐注の「不失其操也、是故獨善其身。 」という一文と、桓譚『新論』 「琴道」の「窮則獨善其身、不失其操。 」と 近似性は明 かである。したがって、後漢士人社会における琴楽思想は儒教経典を典拠にして導き出されたものであったといってよい　かくして「操」は、 『白虎通義』において定義づけられた「琴」







































































自ら禁ずる能はず。 ） 」というように、悲しみを抱いているものが琴楽を聴けば心を痛めて自ら止めることができないと述べる段があ 。これなどは、 『白虎通義』や『説文解字』における「琴は禁なり」という定義に真っ向から反対するものであり、この意味において、嵇康「琴賦」にみえる琴楽観は、漢代士人社会 おけ 通念から既に一歩を踏み出したものである。　
また、先に見たように、琴文化の初期発達段階である前漢期にお




















史初編』 （人民音楽出版社、一九八二年） 、周仕慧『琴曲歌辞研究』 （北京大学出版社、二〇〇九年）など参照。
（４）
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 司馬遷『史記』 「楽書」 ）
（７）




























残虐な者も怨みを無くす。強暴な者も仁愛を取り戻し、怠惰な者も自らの欠点に気が付く。 」と述べている部分は、 『白虎通義 の「人心を正す」という琴定義の依拠となった礼楽思想的観念が 洞簫 詠じる際 も用いられいたことを示している。こ ように 漢代詠楽器賦には共通して礼楽思に基づ て楽器の効用を描写す 習慣があったようであるが、本文において例示した琴楽の優位性を前提とした表現と矛盾するものではない。
（
10）
萬志全「漢魏六朝琴賦的音樂美學思想」 （ 『人民音楽』 、二〇一〇年）は、




















西南。不利東北。 」 （ 『周易』 「蹇」 ）に対する彖伝で「彖曰、蹇、難也。險在前也。見險而能止、知矣哉。蹇利西南、往得中也。不利東北、其道窮也。（蹇は難なり。険しき、前に在るなり。険しきを見て能く止まる、知なるかな。蹇は西南に利あり、往きて中を得るなり。東北に利あらず、其の道窮まる り。 ） 」と、 「窮」の概念の原初形態 提示して る。また同篇の「象曰、山上有水蹇。君子以反身脩徳。 （山の上に水有るは蹇なり。君子は以て身を反し徳を修む。 ） 」に対して孔頴達 『正義 は 處難之世、 可以行、只可反省察、脩已德用乃除難。君子通達道暢之時、並濟天下、處窮之時則獨善其 也。 （難きの世に處れば、以て行くべからず 只だ反して省察し、已の德を脩めて用ひて乃 ち難を除くべ 。君子通達道暢の時並びに天下を濟ひ，窮の時に處れば則ち獨り其の身を善くするなり。 ） 」というよう 、明らかに桓譚『新論』や後述の『孟子』 盡心」趙岐注と共通する語句を用いて窮達の観念 展開し いる ただこれは唐代 経典解釈において見られる現象であるため、漢代士人の『孟子』解釈及び琴楽思想の影響を受けたものと考える が穏当だろう。
（
13）
また南朝梁に書かれたと見られる『碣石調幽蘭』の後段に記された曲名
の一覧においても、 「操」字の付く琴曲は見られないので、そ 後の琴楽においても「操」類琴曲を制作する動きはみられない。
三八
（
14）
福永光司「嵇康における自我の問題―嵇康の生活と思想」 （ 『東方学報』
三十二、一九六二年）参照。
（
15）
松浦崇「嵇康の「琴賦」 ついて」 （前掲）参照。
